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   Two cases of leiomyoma of the bladder are reported. 
   The first case was a 79-year-old female who presented with gross hematuria and frequent 
urination. Cystoscopy disclosed a large tumor covered by intact mucosa. This lesion was 
further evaluated by ultrasound, and was thought to be a submucosal tumor of the bladder. 
   The second case was u 43-year-old female who was referred for further investigation of 
left giant hydronephrosis.During the investigation, submucosal tumor was incidentally 
found. Concerning the etiology of the hydronephrosis, left ureteral stenosis due to a pre-
vious gynecological operation was suspected. 
   These lesions proved to be leiomyoma of the bladder histologically, and were successfully 
enucleated. Difficulty in diagnosis of this disease and controversy as to the optimal treat-
ment prompted us to report these cases and to review 68 cases reported in the Japanese liter-
ature. 












主 訴1頻 尿,肉 眼 的血 尿
既 往 歴:79歳 時,右 大腿 骨 頸 部骨 折 の た め 人 工骨 頭
置 換 術
家 族 歴1特 記す べ き こ とな し
現 病 歴:ユ984年8月頃 よ り頻 尿 が 出 現 し,膀 胱 炎 の
診断 で抗 生 剤 の投 与 を受 け たが,症 状 は 改 善 せ ず,更
に,12月か らは 肉 眼 的血 尿 も出現 した た め,当 院外 来
を受 診 した.排 泄 性 腎孟 造 影,膀 胱 鏡 で 膀 胱 内に 巨大
な腫 瘍 を認 め,精 査 の た め入 院 した.
入 院 時 現 症:体 格,栄 養 中等 度.貧 血,黄 疸 な く,
表在 リ ンパ節 触 知 せ ず.右 大 腿 に 手 術 搬痕 を認 め る の
み で,胸 腹 部 理 学 的 所 見 に 異 常 な し.双 手 診 で 鶏 卵
大,可 動 性 良 好 な 腫瘤 を膀 胱 部 に 触 知 した.






WBC多 数/HPF,尿 細 胞 診class1×3排泄 性 腎 孟
造影 所 見:膀 胱 内 に 巨大 な陰 影 欠 損 を認 め たが,辺 縁
は平 滑 で,上 部 尿路 に は 異 常 な か った(Fig.1).
膀 胱 鏡 所 見 ・膀 胱 内は,右 側 壁 よ り突 出す る半 球状
の腫 瘤 に よ り大 部 分 が 占め られ,腫 瘍 の表 面 は 浮 腫 状












































入院時現症1体 格,栄 養中等度.貧 血,黄 疸なく,
表在 リンパ節を触知しない.胸部理学的所見に異常な
し.腹部は平坦,軟 であるが,左上腹部に表面平滑,
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尿所 見 ・糖(一),蛋 白(一),RBCO-1/HPF,
WBCo-1/HPF,尿細 胞 診cIass1×3
排 泄 性 腎孟 造 影 所 見:左 腎 は 造影 されず,膀 胱 に は
母指 頭 大 の 陰影 欠損 を み とめ た(Fig.7).
膀 胱 鏡所 見1膀 胱 頂 部 や や 左 に 正 常 粘膜 に 被わ れ た
広 基性 腫 瘤 を 認 め た が,尿 管 口に 異 常 は認 め られ な か
った.
経皮 的 腎孟 造 影:高 度 の 左 水 腎 症 を 認め,左 尿 管 は
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じく核 出術 を 施 行 した.
摘 出標 本=腫 瘍 は表 面 平 滑 で,2×2×1.5cm.割面
は 灰 白色 充実 性 で 出血,壊 死 はみ られ なか った(Fig.
10A),病理学 的 所 見 も症 例1と 同様 で平 滑 筋 腫 と診
断 した(Fig.10B).
症 例1,2と もに7日 目に バ ル ー ンカ テ ー テル を 抜
去 し,術 後 経 過 は 良 好 で あ った.
考 察
膀胱 の良 性 非 上皮 性 腫 瘍 は まれ な 疾 患 で,Melicow
らは 全膀 胱 腫 瘍954例中15例(1.6%)1),Campbellら
500例中1例(o.2%)3),本邦 で は,牛 山 ら の303例中
3例(1%)4)の 報 告 が あ る.こ れ に 対 し,肉 腫 の頻
度 は文 献 上0.21～1.8%の報 告 が あ り,両 老 の頻 度 は
ほぼ 同 じと考 え る こ とが で きる5).
わ れ わ れ の 検 討 しえ た68例 に つ い て み る と,本 症
は,男 性19人,女 性45人,不 明2人 と女 性 に 多 く,年


























































られ,粘 膜 下11を 疑 う際に は,ま ず 第 一 に施 行す べ
き検 査 と思 われ た.し か し,CTscanや 超 音 波 検 査
上,平 滑筋 腫 に 特 有 な所 見 は な く,本 症 そ の もの の診
断 に は 有 用 で な い.ま た,血 管 造 影 の 所 見に 関 して
は,読 影 の 際 注意 す べ き点 が あ る.す なわ ち,一 般 に
平 滑 筋 腫 は,血 管 造影 上,hypervasculartumorと
され,更 に,腫 瘍 濃 染や 腫 瘍 血 管 な ど を認 め るた め 平
滑筋 肉腫 を 含 め た悪 性li'[と類 似 の所 見 を1=1._f'.する こ と









めた最終診断は,粘 膜下腫瘍 と判明した時点で,経 尿
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Fig. 9. Ultrasound sonogram showed a echogenic mass at the 
       base of the wall on the left side.
Fig. 10 A. Cut surface of resected tumor. 
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